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国民健康保険・後期高齢者医療保険・ 

介護保険 特別会計   
国保税は昨年、平均４５３８円値上げ。

後期高齢者保険は年度途中から窓口負担

まで2倍になった方もいる。医療保険は命

のセイフティネットであり、社会福祉とし

て公的なお金を充てて支えるべき。 

介護保険の認定率は全国平均の 2０％

より低い１５％。「健康で素晴らしい」と

の説明だったが、自己負担が払えないから

と必要な介護保険を申請しない人も多い。

利用率も低く、特養の待機数も多い。 

介護をお金で買うサービ 

スにせず、安心して老後が 

過ごせる公的な制度にする 

べき。 
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一般会計  
相次ぐ職員不祥事や生活保護 

費の誤支給など事務の誤り、コロ 

ナワクチン事業を委託した近畿日 

本ツーリストの巨額の不正請求が明るみに出るな

ど、市への信頼を失墜させる事件も続いた。 

ＤＸ推進、マイナンバーカード取得などにはど

んどんお金が使われる一方で、弱い立場に寄り添

えてはいない。 

草刈りなど維持管理には市民要望が多く寄せら

れていたが、十分な予算は充てられず、学校の施

設改修なども後回しになった。保護者負担である

給食費を１２％も値上げし、学校は統廃合・再編、

保育施設は民営化。 

国策をなぞるだけでは住民の福祉の向上という

公共の役割は果たせない。 

補正予算 買い物券事業  
子育て世帯への５０００円分のお買

い物券支給は、必要な子育て支援策だが、

制度設計が納得できない。 

対象は高校生まで、券の使える事業者

は商工会議所・商工会の会員の店のみ

と、物価高騰に喘ぐ多くの市民にとって

取り残され感は大きい。「誰 1 人取り残

さない」視点でもっとていねいな論議を

してほしかった。 

 

２２世紀の丘公園が市初の（ＤＢＯ方式）に 
指定管理で公共の役割が果たせるのか  

資金調達は市で、後の設計から建設、運営は民間

に長期的にお任せというやり方が問題。自治体とし

ての責任放棄につながる。民間企業への長期委託は

リスクも大きい。 

掛川城、茶室、竹の丸の指定管理を民間企業に行

なうことも同様の理由で反対。 

※ＤＢＯ方式→行政が資金を調達し、民間業者に施

設の設計・建設・運営を一括で委託する方式 

家代の里地内緑地売却の裁判判決を受けて 

損害賠償金・弁護士報酬支払いの補正予算  

 損害賠償金4597万円  

財政調整基金を取り崩して支払い 
 
・緑地代金  １００１万８０８０円 

・損害賠償金 ３３９８万１９２０円 

・遅延損害金  １８６万５７４７円 

・訴訟費用    １０万３３６９円 

・弁護士委託料 １３２万円 
 
共産党議員団は、予算決算委員会で補正予算

案に賛成の上、裁判開始時同様に付帯決議 

①すみやかな賠償金支払いと謝罪、市民へのて

いねいな説明を 

②第３者委員会の結論如何にかかわらず市の責

任の取り方を検討する 

をつけることを提案しましたが否決。 

設置される弁護士による外部の第３者委員会

には、議会の不適切行政事務調査特別委員会で

の資料なども送られ、年末をめどに結論が出さ

れる予定です。 

「健康保険証の存続を求める意見書」 

採択に関する陳情  総務委員会不採択  
多くの問題が噴出している保険証の廃止を止め

てほしいという陳情（住みよい掛川をつくる市民

連絡会提出）は総務委員会では残念ながら採択さ

れませんでした。 

日本政府に核兵器禁止条約締約国会議に 

オブザーバー参加を求める意見書  採択  
共産党議員団として議会に原案 

を提案。「非核都市宣言を行なって 

いる自治体として、政府が核兵器 

禁止条約締約国会議にオブザーバ 

ー参加することを要望する」という意見書を国

に提出することができました。 

締約国会議は１１月末に迫っています。唯一

の被爆国として、２度と核兵器が使われないた

めのイニシアチブを求めます。 

《９月定例会で制定された条例》  
◎掛川市環境と調和のとれた再生可能 

エネルギー発電事業の促進に関する条例 

環境破壊のない適切な自然エネルギーの拡大

のため、抑制区域を明確にし、責任を持った申請

や管理を促す条例。 
 

◎掛川市もったいないを合い言葉に 

カーボンニュートラルを推進する条例 

もったいないの日を定め、 

市民総ぐるみでカーボンニュ 

ートラルを意識した生活を。 

 ４１議案、報告２の計４３の審議がされた９月定例会  
 
共産党議員団は、２０２２年度の決算認定４つ、民間企業への商品券事業、指定管理の２つ

の補正予算に反対しました。今回も反対討論は共産党議員団だけでしたが、私たちはただ当局

提案を承認するだけでなく、必要に応じて当局にものを言うことが必要だと考えています。 

  

 

《今後の掛川市議会の予定》  
☆１１月定例会（１１月１５日～１２月１８日）  

・１１月２９日(水) 会派代表質問 

・１１月３０日(木) 一般質問 

・１２月 1日(金) 一般質問 

が予定されています。 

 

フリースクール等を利用する子どもたちに 

対する支援を国に求める陳情  採択  
 

国に詳細な実態調査を踏まえたきめ細やかな  

施策と経済的支援を求める意見書を提出  
市にはフリースクールなどの窓口自体があり

ません。不登校が３％を上回る中、学校以外での

学習活動等の活動支援を行なうことが重要です。 

国だけでなく、市も窓口をつくり、調査や支援

に踏み出すべきだと思います。 

帯状疱疹ワクチン接種へ 

助成を求める請願・陳情  採択  
  

助成を求める会、掛川の地域 

医療をよくする会の２団体から 

出されました。 

有効性が高いが高額なワクチン接種。県内では

４市３町、全国では２００自治体がすでに助成を

おこなっています。 

後遺症に苦しむ方も多い中、いち早い制度創設

を望みます。 

 

 

 

 

 

 


